
 

 

 

 

 

 

 

新古写真で巡る 伊 勢 散 歩 
 

 

— そ の ６ — 

（完 結 編） 
 

宇 治 と そ の 周 辺 
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伊勢神宮はなぜ、伊勢に鎮座したのか？ 伊勢神宮の候補地＝元伊勢はいっぱいあった 
 

１．同床共殿 
神代の時代から、天皇は天照大御神(の代わりに 

三種神器）を皇居の殿内で祀っていた。 

①八尺瓊勾玉(やさかにのまがたま) 

   現在は皇居にて保管 

②八咫鏡(やたのかがみ) 

   現在は伊勢神宮に保管 

③天叢雲剣(あめのむらくものつるぎ） 

素戔鳴尊すなのうのみことが八岐大蛇やまたのおろちを

退治した時にその尾から出たという天叢雲剣は１

２代景行天皇の時、倭姫命から日本武尊に授け

られ、今は熱田神宮に草薙剣として祀られている 

 

２．神人分離 
日本書紀によると、第１０代崇神天皇５年(垂仁天皇

２５年(紀元前５年？)という説も）、疫病が蔓延し国が

乱れたが天皇は徳を持って治めることが困難とな

り、神祇あまつかみくにつかみに向かってその罪を懺悔

され、神の勢いを畏かしこむあまり神器とともに住むこ

とがきつくなった。（政教分離？宗教派が政務実務

派に負けた？）そこで、皇女「豊鍬入姫命」とよすきいり

ひめのみことを天皇の代理として、鏡と剣を殿内から大

和国笠縫邑かさぬいむらに移して奉祀することになっ

た。これが『神人分離』の初めであり、斎宮いつみのみ

やの始まりである。 

 

３．伊勢神宮の鎮座 
第１１代垂仁天皇の第４皇女「倭姫命」がこれを引き

継いで斎王となって、天照大御神が鎮まる聖地を

求めて出発し、伊勢の地に鎮座した、という。 

 
元伊勢の比定地（伝承地の一説） 

 

秋田説：持統天皇６９０年（７世紀、飛鳥時代の終わり）に式年遷宮第１回が行われたことから、伊勢神宮は６００

年代初頭前後に成立したのではないか？そして、その５００年後に外宮が成立したとあるので、外宮は１１００年

代初頭前後、平安時代に伊勢山田の豪族 度会氏を従属させ、その氏神を豊受大神宮としたのではないか？ 

その功績か？長く、外宮の禰宜職を世襲した。 
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川曳 大正１１－１２ 

 
川曳 昭和１７ 

 

 



1861 文久元年宇治郷之図・・・内宮の宇治橋内にも民家はたくさんあった 
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神苑会の初仕事は「神苑整備」明治２０～３６年 

 
敬神家であった古市の妓楼「備前屋」の主人、太田小三郎が明治１９年に神苑整備計画を提唱し、実行した 



神 苑 会 の 業 績 

   
           明治２１以前には宇治橋内に民家が！               賓 日 館 明治２０建設 明治天皇の母、英照皇太后がご宿泊 

  
勾 玉 池 整備（明治２２年） 

 



神 苑 会 の 業 績 

   
神宮農業館 明治２４ 外宮前開館、明治３８年倉田山移設 片山東熊（赤坂離宮）設計 

  
神宮撤下御物陳列所 明治３６竣工 昭和５０ おかげ横丁に移築 

 



神 苑 会 の 業 績 

 
神宮徴古館 明治４２ 竣工 片山東熊設計 昭和２０焼失 昭和２８年再建 

  
御幸道路 明治４３年竣工 昭和９年 舗装 

 



神 苑 会 の 業 績 

 
 

 
豊宮崎文庫の書籍類を神宮に奉納 明治４４ 

 

  
              神 苑 会 碑                  太 田 小 三 郎 紀 功 碑 

 



内 宮 

 
明治２２まで 宝物殿は左右に 

 
現在は 宝物殿は後方左右に 

 
内宮献納砲 昭和初 

 
時 雍 館 説 教 所 明治６ 

 



宇 治 橋 前 

 
                  明治１０頃                           網 受 け 明治１９                     反対側にも 明治１８－２０ 

  
お は ら い 町 入口両側に 「 か ぜ の み や 」の看板 大正１２では「風宮」は左側だけ 

 



1861 文久元年宇治郷之図 

 
参考： 飯田良樹 著「２軒の角屋と神苑会」より 
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明 治 ３ ９ 年 の 宇 治 橋 前 
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宇 治 橋 前 左側 → 旅館 鈴 七 こと 神 洲 館  

 
中川采女神主 の 表札 が ↑ 

 

 
宇治橋横から  

 
宇治橋前 明治後期 鈴七商店の看板 

 



旅 館 鈴 七 ＝ 神 洲 館 ・ 鈴 七 商 店 → 内宮前停留所前に移動 

   
 前は内宮前停留所                              神 洲 館 鈴 七 商 店 昭和１１ 焼失 

 

料亭 す し 久 水 月 楼 

   
 

 



上 野 館 大 夫 → 旅 館 大 橋 館 明治３９前 

  

  
                                                                          宇治橋前の 角 甚 → 神苑整備のため移転 

 



宇治橋前右側 澤 瀉 おもだか 大 夫 と 大 橋 館 明治末 

 
宇治橋右の左  澤 瀉 大 夫 

 
宇治橋右の右 大 橋 館  

 
宇治橋前 右は大橋館 

 
大 橋 館 

 



澤 瀉 大 夫  

 
明治３８ 斎主 賀 陽 宮 殿 下 行幸旅館 



宇治橋前から移転 大正初 旅 館 大 橋 館 → 昭和１０頃 宇仁館別館 対 泉 閣 

   
大 橋 館 → 現、伊勢道場青少年研修センター 

   
        大 橋 館 大 広 間                        大 橋 館                                       対 岳 館 

 



内 宮 電 車 停 留 所 

   
 

勢乃國屋物産館が見える＝大正初期？ 

 
大 橋 館 電 車 待 合 所 

 
大 橋 館 から 内宮前停留所を望む 

 



御 師 邸 山田に比べて小規模 

 
太 郎 館 大 → 夫 祭 主 職 舎 

 
山 本 大 夫 → 小 宮 司 職 舎  

山 本 大 夫 邸 平面図 

 



御 師 邸 

 
磯 部 館 大 夫 邸平面図（桜木町） 

 
浦 田 大 夫 邸 → 神宮司庁 → 神宮道場 

 
白 鬚 大 夫 邸 平面図（浦田町） 

 



宇 治 名 所 

 
岩戸屋 

 
俳祖 荒木田守武翁遺跡碑 

    
宇治寄合会合所跡碑 会所世古 

 
宇治法楽舎跡碑  



宇 治 名 所 

 
宇 治 祖 霊 殿 

 
修 養 団 国 民 道 場 

   
           慶 光 院 清 順 墳 墓 地                      前の石橋               新しく整備している墳墓（現在は完了） 

 



名 所 

 
神宮参集所 

 
神宮会館 

 
内宮文庫→林崎文庫 1690 

→神宮文庫に献本 明治３９ 

  
神宮文庫 宇治館町 明治３９創立 

 



名 所 

 
神宮奉斎会(神宮教院) 現、祭主職舎 明治 32 前 

のち 昭和５年 御遷宮奉祝神都博覧会 神都公会堂 として宇治山田駅前に移築 
 

 宇治館町 宇治工作所 

   
如 雪 園  大正９年 大阪の篤志家 帯谷伝三郎が経営した、敬神者のための遊園地 

 



名 所 

 
赤福 

 
今も変わらない店内 

 
藤波の松 昭和４３枯死 

 
チンチン電車 浦 田 町 停 留 所 （藤波の松を一周して折り返し） 

 



神代餅 勢 乃 国 屋 

 
中村商店 明治４２ 

 
内宮前停留所  太閤餅（若美家） 奥が、神代餅本舗？ 

 
中村太助商店 内宮前支店 神代餅 

 
中 村 物 産 店 大正２ 昭和４４より 勢乃国屋 本店 

 



壺屋清兵衛 いなぎ つぼや支店 岩戸屋の宇治橋方向隣 

 

 
明治 40 年から大正初期 

 
本店は松阪市稲木町、天保年間に池辺清兵衛が油紙で作った煙草入れを開発し販売していたお店 革製品は古来、神宮では携帯を許さない風

習もあったし、安くて、軽くて、革で作ったように見えて高級感があったので、伊勢名物のお土産として人気があった。 



西 行 谷 

 
伊勢参宮名所図会 1797 西行谷 神照寺 

 
明治４１ 

 
伊勢志摩スカイライン工事中 昭和３９ 

西 行 谷 

 



チンチン電車路線図 明治３６年創業 宮川電気→（三重）合同電気→→三重交通 神都線 昭和３６年廃線 

 
 



朝熊登山鉄道 大正１４営業開始 昭和３三重合同電気と合併 昭和１９廃線 

 
楠 部 駅 昭和５  

 
一 宇 田 待 機 線 右側通行 

 
朝 熊 山 駅 と 変 電 所 

 



平 岩 駅 

 
平 岩 駅 

 
ケ ーブ ル カ ー 乗 り 場  

 



東 洋 一 の ケ ー ブ ル カ ー 

 
変電所でしょうか？  

 



朝 熊 山 

 

             朝熊山登山鉄道ケーブルカー廃墟                             金剛證寺 

 

 

 

 

 

 

 



ケ ー ブ ル カ ー 

 

 
 

登 山 道 橋 

 



交差線～第 1 トンネル 

  
 



第一トンネル～第 2 トンネル 

 

 
 

 
 



岳 駅 到 着 

  
 



岳 駅 

  

   
昭和初 

 



今 も 残 る 岳 駅 の 廃 墟 

    
   平岩駅ケールブカープラットホーム跡         登山道橋               第１トンネル                     第２トンネル 

     
    岳駅ケールブカープラットホーム跡            駅 舎                 駅 舎 内 部               チ ケ ッ ト 売 り 場 ？ 

 



朝熊山上乗合自動車・朝熊登山自動車 

     
                           宇 治 橋 前          金剛証寺参道にあった野間萬金丹前の停留所    朝熊登山自動車専用道路 

   
                                                                                          昭和４ 

 



朝 熊 山 自 動 車 道 路 

   
                                                                                              朝熊岳停留所か？ 

   
伊 勢 志 摩 ス カ イ ラ イ ン 

 



旅館 と う ふ 屋 

 

  
    とうふ屋の廃墟                    朝 熊 峠 十 八 州 台 

 

 



野 間 萬 金 丹 

   
                                                                                               昭和４ 

   
                                            伊勢湾台風時に倒壊→野間萬金丹の廃墟      今でも金剛証寺には売店があります 

 



秋 田 教 方 萬 金 丹 

 
野間萬金丹 尾上町支店 

  
岩 城 萬 金 丹 桜木町 

   
                            朝熊山麓 永 松 寺                  秋田藩初代藩主 秋田城之介 秋 田 実 季 の 墓 

伊勢には４種類の萬金丹があった １．朝熊山系(本尊 虚空蔵の霊夢より伝授) (1)野間萬金丹 (2)山原萬金丹 ２．秋田教方中倉→岩城萬金丹 ３．小西萬金丹 



金 剛 証 寺 伊勢神宮の鬼門を守る寺 

伊勢音頭「お伊勢参らば朝熊をかけよ、朝熊かけねば片参り」 

    
                             山 門                                  極 楽 橋                         本 堂 

    
            太鼓橋＝極楽橋？                                    奥 の 院                   奥 の 院 休 憩 所 展望良し 

欽明天皇の頃、創建。平安時代には弘法大師によって密教修業の一大道場として隆盛したが、その後、禅寺となり、現在に至る 
本堂は１６０９ 姫路の城主池田輝政公の寄進により再建 



現 在 

   
        葵の御紋が！                                                                   今もある太鼓橋＝極楽橋？ 

   
              金五十円 秋田家が寄進                  奥の院  極 楽 門                   巨大な卒塔婆が林立 

 



朝 熊 山 山 頂 

 
八王龍王神社 

 
確か 電波塔が建っていたかな？ 

 
龍 池 社 祭神 八大龍王 の碑 

 



 

 

 

ご静聴、有難うございました 

 

これにて 

「新古写真で巡る伊勢散歩」 

は 

書き終いとさせていただきます 
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